
証，銀行との取引その他関係事務，株式 ・ 社債に関する記録の

保存な どを所管とする。

例会計局 (Accounting Department) 経営のために必

要な，財務状態を知る目的で主要求される数字記録の作成，その報

告に関する事務を取扱う。そのためには統計が多 く 利用される。

局長には副社長またはコソトロ ー ラ ー (comptroller ) が任ぜら

れる。会計記録の様式は諸会社区々であっては比較や監督のた

めに不便であるから，統ーが必要であり， 1 級蒸気鉄道におい

ては州際交通委員会の定めた定式会計準則が使用されている。

(ナ)資材局 (Purchasing and Stores Department) この

局では備品および用品 (materials and supp]i es) の購入 ・貯蔵 ・

配給を管掌する。これら資材はその極類も盈もきわめて多いの

であるが，これらを市場における需給状態， f踊絡変動に対処し

て購入し， 鉄道内の部署に後宜に支給する ことが肝要である。

資材検査員は資材の品質および規格の検査に当る。貯蔵品を管

理する用品j車主任は適宜にかつ節約的に受入 ・ 照合 ・ 保管 ・ 配

給を し ， 在庫品目録を作成する責任を負う。在庫品は無駄な経

質の支出を避けるために最少になる よ う保管することに努める。

(コ)広報部 (Public Relations Department) 独占公益事

業と して公衆の十分の磁解を得て好意ある支持を必要とする笑

情から ， アメリカでは P. R. 活動は鉄道会社から最も早〈発途

した。営業局の広告宣伝とある程度重複する商もあるので，営

業局が担当しているところもあるが， P . R は直接貨客誘致を

目的とする広告 とは奥なり ，鉄道業務が誠実良好に経営されて

いることへの公衆の]lJ!解獲得が第ーである。大会社ではこの

P. R.を独立の部または局として長に副社長を配し，最高経営者

陣の立場から積極的に活動させている。

6 施設 ・ 車両

鉄道は線路 ・ 建物 ・ 操車場・信号通信等の固定設備と後i羽車 ・

寄与貨車等の移動設備を運用して運送サービスを{乍出する事業で

あるから， これら施設は鉄道投資の大部分を形成する。アメリ

カ鉄道では経営の近代化・合理化のためこれら施設の改善には

五正大の努力を払ってきてお り ， 世界で最も進んだ施設を誇って

いる。

( 1) 線 路軌聞は刊士， (1 邸m) に完全統ーされ，そ
の本線豆長は 225，000 マ イ ル ( 1 953 年) であるが，主要幹線では

複線 ・ 復々線も多 く ， 側線や操車線もはなはだ多いから線路総

延長は 353 ，000 マイ ノレに達してい る 。ただし 1 930 年前後から使

用の始まった C. T. C. 装置の普及に伴ない，線路の容量が場大

したので複線を単線にもどした線区も少なくない。線路将軍造は

一般に標準が高く ， 重盆駿限l車列車の走行に備えている。軌条

も霊軌条化され平均が 100 1bs (50 kg) を こえ， 132-1521bs 

(76 kg) 軌条も幹線には普及している。また溶接による長尺化

も進んでいる。保線技術の後械化も広 く行われている。

(2) 信号通信 自動閉塞信号僚が広く使用され，運転保安度

はきわめて高いが， 1930 年頃から集中運転制御装置 (central i '

zed traffic contr ol，略称 C.T.C.) が次第に普及し，線路容量

を高め運転のスピード ・ アップ と 円滑化を進めている。 機関車

巡転室内信号 (cab s ignal，車内信号)も広 〈用いられてい る。

通信組織も最新の新をつくし，テレタイ プi断言や列車無線を広

く採用し，採草にはテレビジョ γさえ使われ始めている。

( 3) 停車場 ・ 操車場 大都市の終端旅客釈にはきわめて壮大

豪華なものがあるが，途中駅は簡素なものが多い。数鉄道共用

の合同停車場 (union station) にはある鉄道が所有して他鉄道

にも使用を許しているものと，共同出資による停車場会社所有

経営のものとがある 。 貨物駅は荷役織械施設が完備し能率化 と
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迅速化がはかられている。操車場には広大なものが多 く ，カ ー

リタ ー ダ等操車の織械化が進んでいる。

(4) 後 l刻車 蒸気軽量関車はほとんど炭水車付の大形で，

250 t 級から最大 500 t をこえるものがある。 しかし 1934 年以

降デ ィ ーゼル電気後関車の導入普及とともに， 次第に74.機は取

って代られ， 1950 年以降は大鉄道でも蒸織を全廃するものが統

統現われており ， 近年蒸磁の圏内用新進は局長をひそめ， 1955 年

には全数の 84.9 % がディーゼノレ電気線開JfIになっている。この

滋l銅率は{街絡は r~ÍJ I"、が連転上の矛11点が多く ， 燃料経済と利用効

率が高いことが鉄道の近代化に最も霊嬰な役1訓を果したのであ

る。当初は入担軽用と急行旅客用であったが， 第 2 次大戦末から

貨物用にも普及している。 1 ，500-2 ，OOOH'級のものの 2-4 �li 

使用により長大列車の高速運転が行われ， 勾配にも有利であり ，

連続長距離運転(例， γ カ ゴ=ロスア γゼノレス約 2，300 マイ ル)

が行われている。なおガス タ ービ γ電気機関車も導入され， ュ

ニオ γ ・ パシフイック鉄道で大量に使用して好成絞をあげてお

り ， 微粉炭ガスタ ー ピ γ電気後関車も研究されている。

欧州やわが国で接んな鉄道電化はアメ リ カでは 1932 年のベ

ソシルパニ ア鉄道東部幹線を最後にディ ーセソレ電気機関車の発

途のため止ってしまっている。 ただし H上界的交流電化の進歩と

ともに，最近 (1956 年) また一部に電化後進論が起って来た。

第 7 表 アメリカ鉄道機関車累年表

年度 �!f. 気 ディーゼル電気 ~ ヌ』、 その他計
とも

1916 61 .013 雨 一両 319 阿 61 ,332 f,lf, 

1940 40,041 797 858 41 ,721 

1945 38,853 3.816 842 43.530 

25.640 14 ,047 788 40.494 

1951 21.747 17,493 780 40,036 

1955 6.150 24 ,635 685 31.470 

注 Year Book , 1952 年版o 1955 年(推計数字) のみ R. il w.y Age 
1956 年 1-2 月中のものによる.以下の緒統計も同様である.

( 5) 貨 車 すべて 2 勅ポギー以上の大形王手で大部分が銅

製，一部軽金属製もある。貨車の種類も貨物の性質にしたがって

突に多様であり ， 特殊構造のものがある。車両数もかつては 230

万両をこえたが， 近年は大形化の影響もあって 175 万両程度で

ある。第 2 次大戦後代替が進められ， 年々 10 万雨前後が新迭

された。鉄道会社所有のほかにその子会社または特殊車両(賃

貸)会社や産業会社所有のものも多く， 1951 年には下表のほか

に 268 ，700 両に達している。

第 8 表 アメリカ鉄道:1'(111統計表

年度 車両数 平均絞殺f止 1951 年貨車極類別荷数

1916 2， 253 ，200岡 41.0 t 有 il¥¥' 111 736,000 ~可

1940 1,653,600 50.0 平 旅 耳E 69,000 

1945 1,760,200 51.1 家 苦手 ]11 43,700 

1950 1.721,200 52.6 
石 炭 ・ 鉱石 lP. 867,000 
タンク Iド 7,500 

1951 1,752 ,400 52.9 冷 育量 I匹 18,500 
1955 1.700,100 53 強 そ の 他 10,400 

(6) 客 車 アメ リカ鉄道では旅客営業は伝統的に貨物営

業より劣位にあるが， 自動車の発達以来旅客の減少はきわめて

いち じるし く ， 近年航空の侵入によって長距離客も大量にこれ

に奪われている。これに対抗するため客車も華美をつく す方向

に向い，大形重量化し座席や室内設備の華美や空気温冷調節に

力を注いで来たが， 近年は軽金属による軽量化にも努力が払わ

れている。戦後 ド ー ム・ カー という 2 階式屋上突出ガラス窓の

新形展望事なども緒鉄道で録用されているし， また軽量高速化




